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神戸学院大学地域研究センター

2011年度 地域研究プロジェク ト活動報告会

2012年 3月 16日 (金)13:00～ 17日 (土)14:00

ウエスティンホテル淡路 (淡路夢舞台国際会議場)



第 1日 ロ プログラム

開会挨拶 (13:30-13:35)

第 1部  PD・ RA研究報告 (13:35-14:00)

13:35-1350 「学生が感じるキャンパス内の『不安・イヤ』な

場所に関する調査」

13:50-14Ю 5 「人・街 0ながた震災資料室所蔵自治労中央本部 林田 怜菜(RA)

資料の整理作業と分析」

14:05-1420 「地域社会における『 ものづくり』の可能性

『アール・ブリュット』概念の省察を通して」

1420-1485 「地域に根差した研究をめざして」

17:30-18:00  絲黎
`合

言十:命

夕食 18:00-19:00

第 3部  情 報 交換 会  (19:30--20:55)

閉会挨拶 20:55-21:00

休憩(15分 )

第 2部 センター別研究報告 (14:50-18:00)

14:50-15:40 「2011年度地域研究明石エ リア活動報告」[明石グループ]

寺嶋 秀明

15:40-16:30 「地域住民への直接的 0間接的心理支援のための

交流・拠点づくり」 [有瀬グループ]

・はじめに 全体の目的と組織構造

・地域への直接的心理支援

・地域への間接的心理支援

・地域への安全 。安心の心理支援

休憩(10分 )

16:40-1730 「『 地域力再発見』を考える 地域研究長田セン

ター実践研究報告」[長 田グループ]

神戸学院大学地域研究セ ンター

「地壊力再発見をめざす大学と地城との連携・6●
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3/16‐ 17)
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「地域力再発見をめざす大学と違崚との連携・■●
による実餞的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)
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神戸学院大学地域研究セ ンター

「地城力再発見をめざす大学と地崚との連携。●●
による実餞的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)
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第 2日 ロ プログラム

時間         見学場所

9:oo    ウェスティンホテル 出発        淡路市夢舞台 2

(80799¨ 74・ 1111)

↓ バス・徒歩移動(20分)

920・950  冒険の森               淡路市楠本 314

(30分)   説明・見学            (80799・ 74・5879

↓ 徒歩移動(20分)

10:10‐ 11:00 アー ト山大石可久也美術館       淡路市楠本 2159

(50分)   説明・見学            (80799Ⅲ 74・556D

↓ 徒歩・バス移動(20分)

11:20‐ 12:10  caFe naFsha                         淡路市生穂 1604

(50分)   見学・昼食(要予約)        (80799・ 64‐ 1121)

↓ バス移動(20分)

12:30‐ 13:20  ノマ ド村                         淡l略市長澤 727

(50分)   説明・見学            (80799‐ 70・ 1165)

↓ バス移動(40分)

14:00    神戸学院大学 到着



1.プ レイパーク淡路島冒険の森

神戸学院大学地域研究セ ンター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
に よる実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16・ 17)

2003年 に、元校長である
‖
こみじ

いい
さんと“こみばあ“さんによって開

園.古民家や里山を利用して、子供

たちがボランティアのプレイリー

ダーのもとで「どこまでが安全か」

を自分で体験しながら、自然のなか

で遊びを創り出すことを目指す空間

となっている。

2005年 に、現代美術家の尾崎泰弘

が廃倉庫のなかにあった機械やガラ

クタを利用してアトリエ兼展示ス

ペース「発明工房」を開設。その後

に「空き家リノベーションプロジェ

クト」に賛同し、隣にある倉庫の2階

にアートスペース(ラ イブ空間)を設

けた。現在では、アートスペースの

奥に無国籍料理を提供する「Cafe

Nafsha」 も併設されている。

淡路市
大石■

7/.Lさ ん iア ー ト哺

rtuRi"機本

4・純一さん:淡路島美術大学〕
筑(関西看距瞑薇大学内 |

引1113と ん1ギヤルリ番二 1

市安千平安浦

くちぐここさん〔淡路島アートセンター〕
本 町

洲本市

あわじ市

4.ノ マド村/Cafe Nomad

2009年 から、 ドイツ人映像作家の

ヴェルナー・ベンツェルと写真家の

茂木綾子が廃校となった旧生穂第二

小学校の跡地に移住 し、音楽家の下

村美佐とともに「ノマド村」を開

設。近隣地域の人びとや国内外から

の訪問者がこの場を共有活用 し、流

動的に変化を続ける、開かれた場を

創造するとともに、未来型の生活ス

タイルを模索・提案することを目的

としている。

2.アー ト山大石可久也美術館

2004年 に、洋画家である大石可久

也・鉦子夫妻を中心とするNPO「淡

路大磯アー ト山を創る会」によって

開館。眼下に紺碧の海を望む山全体

を美術空間にするという構想のもと

で活動を続けている。

3.発明工房/Cafe Nafsha



61
「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・●●

による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)



PD O RA研 究報告

神戸学院大学地域研究センター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 8′ 16‐ 17)
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発表関連資料

センター別研究報告

地域研究センター明石グループ

地域研究センター有瀬グループ

地域研究長田センター  00
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惨
学生の学生生活における

費心 `安全 を考えるための

基礎資料となると考える

｀C神戸学院大学 ‐

:学生が感じる
|キヤン=駄内0
1「不安。イヤJな場所
:に関する日査

鼻まヤン :

難 眠     ■

‐ ンパス内0
どのよ韓 ●顧で |‐ ■‐

不無 職

"■
||

。エスコートサービス

・ 監視カメラの設置

―
: 2011年 7月～8月 に実施した。

―
 : 神戸学院大学人文学部の■回生■6名と

3回生■2名、計28名が調査に参加し

本組査における「不安Jと「イヤJな場所

●犯罪にあいそうな気がする場所

(痴漢にあいそう。ひつたくられそう. ・ 。など)

●実際に犯罪の被告にあつたことがある場所

●人が少なくてこわい場所 。・

●人がたむろしていてイヤ 0。

●迷惑行為がよくされている

●校舎が汚くてなんかイヤ・・

●夜になると暗くてこわい

●よくわからないけど・ 。なんか怖い・ 00

●不審者が出た・ 見たりした

豪

…

そヽうなと疇

…

ヽ



神戸学院大学地域研究セ ンター
「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3/16・ 17)

学生より送信された写真、本文のデータの中で、

場所が特定でき、不安・ イヤである内容が理解で

きるものは 167件 であつた.

学生より得た167件のデータを分類した

TaЫe■ キャン′マス内の不安・ イヤな場所の人分類

不安・ イヤ  迷惑行為がされる  施設の問題

分類した際に、1つのデータに1つ以上の内容があつたた

め、重複してカウントした。
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①14号館1階のフロア

②16時30分頃

③節電のためか消灯しており、

昼間でも暗く感じる.

④以前、不書者が目撃された。

①学生食堂裏の女子トイレ

②■7時頃

③全体的に薄暗く、古い。

④人通りが多い蠅所だが、

ヨト常に薄暗く怖い。

多くが「瞳い」という内菫 あらF_il.|

屋外で外灯がないてもしくは少なしヽゝ :ためt

翼蘇T雷窯講富議
その場所が危険い勢 であると学生は感じてい&

軒 ンバス肉の嘔■さについてむえる必要がある。

警儘員の■回りなどを強化する必要性があ



神戸学院大学地域研究センター
「地域力再発見 をめ ざす大学 と地域 との連携・ 協働

に よる実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

■
■

■
■

①ノヽスターミナル

②14頃

③バス待ちの割り込み

④帰宅ラッシュには、

たくさんの人が並醜

しかし、

列に反達を見つけて

割り込む人や、

堂長と抜かしてバスに

乗り込む人が多い。

反達全員不愉快と聞い
た。

①バスターミナルから
■5号館に向かつて

、 階段を降りた所

②■O時半頃

l③人がタバコを吸つて

■ たむろしている。

喫煙者が沢山いる.

まれそう、こわい
バコを吸つて

たむろしている。

①14号館と坂道の間の
ベンチ近辺

②14時頃

③喫煙、たむろ

④休み時間が

特に人が

たまつて喫煙している

ま藤顆 讐甲粽・
受勁喫煙の不安や危険性だけでなくt  l
「

“

a●0静薔tt」 といぅ内基ふあうた
「

持 ンバス内での移職時におtf●T安もうかがえ

る。指定喫煙場所以外での喫煙に対する対応

が求め峰 書え算 る。



121 「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16・ 17)

①食堂裏にある旗

②4時半頃

③不快感

④破れたのか

破かれたのか

わからないが、

破れているものを

使つているのが

不快に思つた。

①8号館横のカープミラー

②16時半頃

③清潔感がない

①バイク置き場の

奥にある階段

②■6時頃

③バイク置き場の

通路の横にある階段。

この階段を上がると

ジョイフルに出られる。

簡易なつくりでとでも危険

①バレーコートから
第1駐車場への坂道

②16時頃

③本当に人気がなく、
夏場になると

スズメ′ヽチがでた

夜は外灯が少なく暗
い .

①l号鮨 階の窓

②お昼頃

③万が一のことを
考えたら危ない

④窓が大きいわりに
転落防止の棒が
少なく危険



神戸学院大学地域研究センター
「地域力再発 見をめ ざす大学 と地域 との連携・協働

による実践的研究 J活動報告会発表(2012′ 8ノ 16・ 17)
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施競の改善が、速惑行お。不安0改善に彗墨 0では

1毒薫 ≦1磁珈 醒

Lヨ購にそう嘩Ltt L」璧ヽ聾製峯翌雲塾盤生

ri

調査時霧 201■年11月に実施した.

参鶴者 キャンパスカの不安箇所に関する調査に

参加した学生28名中な名より回答を得た。

手舘き キヤンパス内の不安な箇所に関する調査に

参加してみて、以前よリキャンバスのこと

について考えるようになつたか G件法)

に回答を求めた。
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Table 2 不安・イヤな場所の内容①

内容 備考 件数
場 所

人目につきにくいよ分所ではないかと慇う猾 館情報処理実習室
への階段一廊下

2号館裏
本屋 さんが醐 いているためあま嘘 ツよいが、閉まるし 通ヽ 咲去

くさび し 感ヽ じこな乙

いつせまい

昼に比^t、 夜はとくに暗しヽ

2号館のEV ひと颯操 みのは不安

3号舘入口左横の階段下 上か坂 角になつているりが危険

外灯が一つしかない
4号館裏

分 館 ″号館別館の間

ハラスメン湘 談室へ験 ¢ 段J峰 りる坊 手側に見える

相談室が近くこあ初 だが、その割には何となこ 寄 功 た`い雰囲気

で、人気じ 〉ない。

気味が悪かつたため撮 ,こ行くこど 嚇 躇 L7_

人の気配がせず、大変嫌な雰囲気があるようこ思う

夜になる計 そゑ

7-

場 館横 夜危なそう 人の姿は全くない

4号館の横の階段
あま嘘 われていなく夜は暗しヽ 電灯がひわ あ初 電`球がきれて

いるらし 。ヽ

ロッカー室外の通路
階段J峰 嘘 ところで周 助t見 えない。 人気がないため一人だと

怖い。

夜に一人ロッカー室使用中人影が見えたため、変質者だ

とどうし1刀思つたこυ あ`る

地下 略 の ロッカー 室
地下 贈 のロッカー室。電気が感知式のため、ロッカー室J費用中

突然消えるこυ あ`ろ 人気がなく、一 日中薄暗い。

夜はさはこ暗く 隣に男子更衣室があるため身の危険を

感 じる 自分の中では、最認 怖憾 場 所であ乙

雌 の階段酢 欠 すぐ 時間帯に関係なく″ く・り た`め若干ぶきみで一人で通 嘘 くない

6号館前の坂 学内なのに、車がよ従 め で、ひかれそうd布い

得 館裏変電設備近く 人目につきにくいため連れ込まれて何かされそう
周 助 らゝ見えにく0、通 り な`かつた

昼間で輌 とな0暗 い。

7号館 υ号館の間の階段 昼で林 があるため少 し方 暗い 人も ま随 ヴル のヽで夜はもつ猪 く、怖い撼 略

7号館横の通路 昼で林 力`多いので見通しが悪い。夜になるとく,出市いと感じる

7号館横の階段下

一応、下に道が続いているが、使 )、はほしムンとお け 、人気がかな

り少ない。たまに、座 り]υでいる がヽいたけ るなど、他の人か硯

て謙 な雰囲気であると思われる

7号館の階段
暗くて一人で降 %のが怖い電気がついていないこa'多 い。昼間で

憐 暗いので不安を感 じやすそう

7号館 わ号館の間
昼間は人通 笏 少`ないが、まだ明夕 。ヽ

だが、暗くなつてくると 電灯むない

学生食堂横の Mレ
とて灘 く、奥まつているため人目に付きに0ヽ。

雨の日や夜になると すご征 寄 頻整い暗&

8号館 の図書館 より 入 ロ 薄暗い校舎で入口も狭い 影になつていて入るのが嫌

9号館の2階か

"階
にのぼ辞 段

電気がついてなく、日の光の差 し込みが少なG暗 い状態。人通 り

が少なく、雰囲気も悪00罪が起こりやすそうこ思われた
どの時間帯で努 囲気が悪い

9号館 1階裏 学外への出入 り日があ吹~般人の出入 り 容`易 人通 勁 少`ない

10号館 と15号館の通 殖

普段から がヽ少なくたまに人がたむろしているこか あ`へ 夜になる

誹 常に暗くなり、たいていダンス部(?)の練習をしていう、が増え

る

どちらに必 かな晴 くなるので、なにかあつた時に対応し

にくそ贅 ある

10号館付近 死角になっているところが多いようこ思ゑひと興 は通りづり｀



神戸学院大学地域研究センター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012ノ 3ノ 16・ 17)
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Table 3 不安・イヤな場所の内容②

n号館下の入ロ
■号館下自体がひ受 りとしてお り、出入口ど うヽよ嘆 口に近い印  ことのほかこの入口は使 )、はほどノお げ 、何かあっ

象が山 乙                       てじ,力け よい可能性が非常に高い。

113麟義室前 6限を受けた帰 嘆 発 で誰かが何処力ヽ こ潜んでいそス前 かつた

講義室の中は真帯 で不気味だo電 渡 嚇 下は人通 り

が全くな鉢 当に真‐ で周 功 見`えにOヽ夕L防犯も

兼ねて夜は照明を点灯 して欲 し 。ヽ

11号館から15号間

にかけての渡嚇 下

人通助 少`ないときにここ樋 るとき襲いかかってこけした研可かあつ

たとき逃げ場がなし、
夕方かけ矢に力■ナて人通 り ほ`とヘノどない。

11号館下の倉庫 不気味で怖い撼 眺

11号館Blの裏 喫煙、たむろ、業者の人がよ0｀るため、不審者がいて,,力けまい 人通防 少`ない

14号館の階段悌 乏体育館側)

人気が少なく、たまに座 りJノでいるひあれ 4`夜 は暗いとそ勁 あ`

久全体的にひ受 りとtえイオ ジがあヘ

14号館の一階のフロア 節電のためか消灯しており、昼間で3置い

自転車置場の下、大学会館の裏
自転車置場の1階にあるスペース。鬱蒼として暗く、不審者が隠れて

いてい からない場所だと言えへ 喫煙者も るヽ
夜になる計 くて、恐怖を感じる

自転車置場 全体的に見通 い 悪`い 犯罪にあつてもおかしくない

自転車置き場前の通路 狭長 ヽヽため、昼燎 シ 安

第一駐車場に行くまでの道
夜、一度歩いたこじ あ`るが電気沙 なぐす暗い撼 じていた 辻

人通 哭少 ないので余計に怖い撼 じヘ

昼間は明るいが、夜になる断 灯がなく、道が見えなくな

ヘ

駐車場に行 くまでの道
8時半以降になるυ イ`クが通稿 、危なし、見通 慟 悪`く、事故が

起こる可能性がある

駐車場 人が少なぐ でユ れそう

バイク置き場の入 リロ付近
歩行者 として端を

'い
ているとスピー め 出`ていを イ`クが後ろからく

るので危ないと惑じ鋳 があ乙
夜は暗いのでとくこ危険があると思う

バイク置き場に入るまでの道
バイク通学の人が駐輸場に行くもに通従 。スピー隧出 して走る人
が多い為、衝突する事故が起きそ焚 不安憾 吃

駐輸場の入口近ぐこある反にガー ドー ルなどが無い

為、危ない。

駐輸場へ続α妻テニスコー 附 近

電灯があるが、夜になる昴 くなり見通 しがさりこ悪くなる

夜になると、分 らとL7_オ レンジ灯だけにな味 常に暗い。

友達 歩 緒に歩いていて轡い Цヽ 一人だとホントこ歩くのが嫌

款 、遅い時間になるυ イヾクが大学か咄 るためにこの

道を通ることこなり、さらに危険な道にな乙

シャ,レバス乗 暢 の横の入 リロ
自転車に乗つてくそ人が使ス リロ。警備員さんも なヽいので誰でも
入れるこυ で`き4 あま勁吏)、がいないので不審者がいて演 づかない

図書館の裏

今回調査のため初めて来たが、昼でしにがいなかつたので夜はわ

とさび し 場 所

昼であ ま嘩 生の人通 り な`し、奥に車が止めてあって、不審者が

いて峡 客者だ詢 違いしてしま河 能性がある 隣に池があ女ベン

チ訪 秒 で人がたむろするかもい ′ない。

人があま味 ないので、不審者がいてや からないのでは

ないかと思ゝ

図書館下池の横
とにかぐ可だ力珠 な感 L池 せ,い Ц 無機質な感 じけ るЦ 人目に

鮒 きにくい場所。

図書館 の下 不審者がいて榛 かしくなし■このスペースがあるのが怖い

第2文化体育館2階
普段部活のため使 ラ 、`部室の明かり 消`える廓 下は何規 えなく

な全 遅い時間だひ、通 りtないので怖いと感 じる
昼師 下は オ 暗いが、夜になるとますます暗くなな

第2文化体育館 人通 り 少`なく、もし不審者がいて,,か
'こ

ぐ 。ヽ 昼間は明るいが、夜になる掛 灯がなぐ静 、

第2文化体育館下

銑濯物を干す場所)

部活以外の人がいても蚤し1助′ない場所。昼でりまい昼でむよい 昼間でり 、通 防 少`なく、暗い。

バし一 コー い ら

第3グラウント の道

昼間で駄 通場 少`なく夜になる掛 灯がない為に暗く一人で歩
くとなる認 怖憾 聰

昼間はハチが多く、刺される危険性がある

バし一 コー い ら第 駐 車場へ行従
昼間で鬱 蒼としてお ,暗い。夜になる棋 引音にな久不審者がい

て,,かりよい。
落ち葉等が多く転倒する危険性がある

グラウン助t池に行録 中にある山道  学校裏の駐車場への通 殖 で、一般人の出入 物 容`易。 人通 り 少` ない。日中でじξし漣

テニスコー 厳 の坂かり にヽ通じ樋 この道から部外者が入つてく秒 を見たこあ あ`る

大学会館 1階のまわり 夜になるお く見通 uヽ悪し、
昼間でり 、通 り ま`まらであ久たばこ叡 っていな どの迷惑行為
が目立つ。
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Table 4 迷惑行為が部 機 所の内容

場所                     丙蓉                      備考        件数

珊 りぶ1'1'メド:llそ見ritI:二輪 {轟,「Ftせ
い

第淋 育館の横の自販機

食堂横の机

^″
があ栃 嚇 側 人がたむろしていて、タバコ級 つていたけ 秒 で恐し、不綸快。

賃』Fフ繁距11露:勢二臨 そな翫7(V斃新:鋪へ
をよく

癸撃更蘇翼1巣翼

"1竜

ξ質瀕酪難 穏t獣賞朝梶護
とぐこ昼休みなどまひら`撼畿

ベルも下げい てい薇 がす秒 で、厳しく取 嚇 まってほしヽ

11号館と14号館の間

喫煙、たむろ 人通 勁S少ない
11号館Blの裏

11号館各階エレベーター出て右側にある、

テラス的な場所
夕′ヽコを吸つている人をよく見かけろ

14号館の階段(第 淋 育館側) 人気が少なく、たまに座 りJυでいるひυ い`ヘ

14号館 と坂道の間のベンチ近辺 喫煙、たむろ 休み時間が特に人がかたまって喫煙している

第2文化体育館下 この場所でたばこ級 つていうにがお り、迷惑行為が行われていヘ たばこの吸い殻なと ゴ動
'多

い。汚い

昼間でり 、通 り ま`ばらであ吹たばこ秒 つているなどの迷惑行為が目立
ン
1)。

夜になるお く、見通 しが悪しヽ
大学会館1階のまわり

いつ もパスを待 つて並 んでいると、横入 りされ 、抜 か され るので、
ノ`スタ~ミナル

イライラすヘ



神戸学院大学地域研究センター
「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
に よる実践的研 究J活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)
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Table 5 施設の問題個所の内容

内 容

2号館 3階の窓 窓が大きいわりに転落防止の棒が少なく危険

4号館の横の階段
あまり使われていなく、夜は暗い。電灯がひとつあるが電
球がきれているらしい。

ロッカー室外の通路

床が非常に滑りやすく、 雨の日などは早歩きでも転倒 し
てしまう可能性がある。

現状は、濡れた床を拭きとるなどの対策もされていない。
←提案として、通路に入る直前に、靴の水を吸い取るカー
ペットなどを敷いてみても良いと思う。

6号館2階 トイレ

校舎が古いせいか、あまり綺麗ではなく、不快。ここは使
用せず、隣りの3号館の トイレを使用 している人も多い。

扉があるものの、いつも開いたままになつていて、手洗い

場などが廊下から見えるのも、あまり使用したくない理由
の一つ。隔離されているはずの場所が、そうではないのに

違和感を感 じる

7号館わ号館の間
昼間は人通 り 少`ないが、まだ明るし、

だが、暗くなってくると、電灯もない

8号館横のカーブミラー 曇つているので見にくいのではないかと思う。

汚く見える

食堂裏にある旗 (喫煙マナー)

破れたのか破かれたのかはわからないが、破れているもの

を使つているのが不快に思つた

8号館前の道の横の溝 ふたがなくあぶない

9号館裏の道 柵がないところがあ り、つまずいた ら落ちそ うな気がす る

10号館1階の池 柵がなく危ない

113A講義室前

講義室の中は真つ暗で不気味だった。渡り廊下は人

通 りが全くなく本当に真っ暗で周 りが見えにくかっ 1
た。防犯も兼ねて夜は照明を点灯して欲しい。

11号館2階の トイレ 洋式 トイレが、水道と壁1枚挟んだすぐ隣にあり、

距離が近すぎて、 トイレをしていて落ち着かない。

11号館のエ レベーター 扉が閉まるのが早すぎて、挟まらないかと不安になる

11号館前の段差
ちょつとした段差だが、何回もつまずいている人を見てい

る。
車椅子の人も不安に感 じると思う。

14号館、向かつて右側のエレベー

ター
左側のエレベーターと違つて

余裕をもつて乗れないため、

、中がとても狭く窮屈で、
イヤな気持ちになる。

一階のフロア 節電のためか消灯しており、昼間でも暗い

大きな時計の横の階段
雨が降ると滑りやすい。授業前後は人通 りが多く、
す れ 違 い が 怖 い

他の階段にはある、点宇プロックがない

第一駐車場に行くまでの道
夜、一度歩いたことがあるが電気も少なくうす暗いと感 じ 昼間は明るいが、夜になると街灯がなく、道が見え
ていた。また人通りも少ないので余計に怖いと感じる。  なくなる。

バイク置き場に入るまでの道

バイク通学の人が駐輪場に行く為に通る道。スピー ドを出
して走る人が多い為、衝突する事故が起きそうで不安を感
じる。

駐輪場の入口近くにある坂にガー ドレールなどが無
い為、危ない。

バィク置き場から裏に抜ける道
曹]ば

ボロい。学校が作つたものじゃないと思うが直して
危れ ヽ

第2文化体育館下 ベンチや机がボロボロになつている。 たばこの吸い殻など、ゴミが多い。汚い

11号館裏にあるテニスコー ト後部 テニスボールを探しに入つた際、
A7 t>70)$ スズメバチやマムシを目撃したので、恐かつた。

バスターミナル前の

モニュメン ト

昼は気にならないが、

夜は青い光が照らされ、不気味で不安な気持ちになる
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地域社会における 「ものづ くり」の可能性

「アール・ブリュット」概念の省察を通して

倉田 誠

1.「 アール・ブリュット」とは?

アール・ブリュットlArt Brut:生 (き /なま)の芸術)

「芸術的訪1練や芸術家として受け入れた知識に汚されていない、古典芸術や流行の

パターンを借りるのでない、創造性の源泉からほとばしる真に自発的な表現」(ジ ヤ

ン・デュビュッフェ「文化的芸術よりも生の芸術を」展(1949年)パ ンフレット)

アール・ブリュット・コレクション :子供、未開人、囚人、精神障害者の「作品」

しかし、いつの間にか_.

「障害を持つ者の芸術」 ?「アウトサイダー・アー ト」 ?「ボーダレス・アー ト」 ?

2.淡路地域での調査から

(1)淡路瓦産地での試み

産地の窮状と大量生産体制の揺らぎ→土窯の再築、瓦インテリア、工芸家との交流

(2)特別擁護老人ホーム「淡路ふくろうの郷」での試み

地域 との交流 。協力 :「ふくろう工房」、「ふれあい祭」での作品展示

3.ボーダレス・アー トミュージアム「NO‐MA」 (近江人幡)の取 り組み

近江学園 :信楽焼産地との交流による粘土造形→ 「アール・ブリュット」作家

移動展示から常設展示へ(200の、障害を持つ者の作品/一般の作品の混合展示

4.「 ものづくり」を通した交流の創出

アール・ブリュット概念への省察

広汎な対象を「アー ト」の俎上に載せる試み?/特異な「アー ト」の創設 ?

「ものづくり」(=「製造」「製作」「作業」「趣味」.…etChの 可能性

地域社会の 「分界線」を跨ぐ>「外部」と繋ぐ→外部者による調査=関与の意義



神戸学院大学地域研究セ ンター

「地城力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実餞的研究」活動報告会発表(2012′ 8′ 16・ 17)

地域に根差した研究をめざして

神戸学院大学地域研究長田センター

ポス トドク トラルフェロー 細淵 清貴

1.地域での活動

①大正筋商店街 「大縁 日」への協働参加

・学生が地域の子供を対象としたブースをプロデュースする

→前年度の活動をより洗練させ卒業研究へ昇華

②六間道商店街 「潮汲み夏祭 り」への協働参カロ

0学生が「いましか踊連」を結成し、徳島県鳴門市のうずしお連・六間道商店街 と

協働 して阿波踊 りを披露

→男女衣装の統一や人数の増加など前年度の活動をよリグレー ドアップさせた

③地域人材支援センター主催 「まちの文化祭」への協働参加

。現 3年次生が長田をテーマにゼミ活動を実施。その「学び」を地域へ向けて発信

2.ワ ークショップの実施

・第 1回 (2011年 7月 14日 )

講師 :三谷俊之

内容 :地域のミニコミ誌を作る―小学館『週刊ポス ト』編集経験者が教える―

→『NAGATAの チカラ』を編集するためのノウハウを習得するために実施

・第 2回 (2011年 10月 27日 )

講師 :松浦強氏

内容 :映画の宣伝とは一効果的な宣伝ノウハウを教える―

→「まちの文化祭」での展示、『NAGATAの チカラ』の編集のため宣伝方法やキャ

ッチコピーの重要性などを学ぶ

。第 3回 (2011年 12月 6日 )

講師 :儀部久美氏

内容 :放射線を測る一身近にある放射能の基礎知識を知る一

→防災・環境分野の今後の取り組みを見据えて、放射能の基礎知識を学ぶ

19
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3.新長 田地区を知 る

①1995年以前

・古くから重工業やマッチ産業、ゴム産業、ケミカルシューズ産業などの産業都市

として発達。

・産業の興隆により、内外問わず様々な地域から労働者を呼び込み、人口が増加。

→ピーク時には、214,345人が長田区に居住

・工場労働者やその家族を背景に商店街も発展。

→地域経済を動かす存在

0雑多なグローバルなコミュニティーをもつ産業都市兼ベッドタウン。

②1995年以降

・神戸市全体の人口は増加 しているが長田区の人口は減少の一途をたどつている

。人口に対する高齢者の割合が増加

→1970年代からのインナーシティ問題が包括されている

。都市再開発事業によつて街が新しく再編された。

→新住民の流入、商店街の衰退

⇒結果、街全体の活力が低下

4.次 年度 に向けて

今年度は、新長田地区の現状を考察 した上で、地域活性化イベン トに参加すること、

基礎知識を習得することに重点を置いた。そ うした活動の中から、地域で活動する

だけでは「地域力の再発見」とい う部分に結びつかないのではないかとい う疑間が

生まれた。次年度は、学生の 「学び」・長田センターの活動にどのようにして地域

を巻き込むのかとい う課題に取 り組み、新 しいプロジェク トを実施 したい と考えて

いる。



神戸学院大学地域研究センター
「地載力再発見をめざす大学と地域との連携 協働
による実麟的研究」活動報告会発表(2012′ 8′ 1617)
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2011年度地域研究明石エ リア活動報告

報告 :人文学部人文学科 寺嶋秀明

1、 明石 エ リアの概要

事業名 :「 自然と歴史 。文化」再発見チームの立ち上げ

本年度の目標

・地域の「資源」の現状調査

。「資源」を利用した協働を行 う連携先の模索と関係の構築

。地域と大学 (教員、学生)の協働の試行

明石エ リアの構成

1、 各種の市民団体との協働により、伝統的民俗文化、伝統的地域産業等をテーマに、地

域資源の再発見チームの立ち上げ

-4つの事業が活動

2、 文化生活の拠点づくり、町づくり再発見チームの立ち上げ

-2つの事業が活動

2、 各事業の報告

1 1 高人口密度地域における理想的な海岸環境モデルの創出

担当 :鹿島基彦 矢嶋 巌 大塚成昭

プロジェクトロ標 :須磨海浜水族園と協働した学生による海岸と街並の調査

地域に合う点 。合わない点を抽出 (1、 2年 目)

地域に合つた理想的な海岸風景を提案 (3年 目)

今年度の成果

①人工海岸 (砂浜)造成後の砂の状況の把握

砂浜の造成時期が異なる⇒残留砂から造成後の変遷が同時に見える

。今後の課題

海岸調査の継続 (砂・植物)

海岸の造成時期と埋設土砂の情報の入手

海岸沿いの街並の調査開始

②明石市大蔵海岸整備に関する研究



神戸学院大学地域研究セ ンター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働

による実餞的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

大蔵海岸埋立反対運動の資料を学生がデータベース化、作業中

大蔵海岸整備事業、海岸利用のあり方、進出商業施設、在来地区の小売業といつた観

点から、学生が研究、報告作成

。今後の課題

学生による大蔵海岸整備に関する研究報告の公表 (報告書作成、関係先への送付)

大蔵海岸埋立反対運動資料のデータベース構築

明石市との連携模索

大蔵海岸と後背地である大蔵地区における自然 。人文 。社会環境の情報収集の継続

→本学の 「ホームフィール ド」として、今後も 映像記録、聞き取りを実施 :情報蓄積

1.2 都市郊外地域における環境・社会が有する価値についての研究

担当 :矢嶋 巌 鹿島基彦 前田拓也 大塚成昭

①都市近郊農村の生活環境についての研究

学生と地域との協働の模索

。学生の東播磨地域 ビジョン委員会会合参加、意見交換

・学生による聞き取 り調査 :生活環境について

加古川市西神吉町鼎地区 (4町内会) 農業団体長を中心とした 4町内会住民を対象

。学生の溜池維持行事 (池干 し)参与観察、聞き取り調査

。学生の加古川西地区溜池連絡協議会参加、意見交換

・学生による鼎地区農業団体の農作業体験の試行

。研究成果の地域への公開 :学生による中間報告

東播磨流域文化協議会 第 5回流域文化サロン「次代につなぐ水辺環境」

研究成果

研究成果の地域への公開 :学生による中間報告発表実施、報告書作成

地域団体との関係構築 :鼎地区の農業団体、東播磨県民局

研究分野が異なる教員の協働

課題

地域が求める、学生と地域の協働作業の実施

農作業体験、環境保全活動・行事参加、自然 。人文 。社会的価値の再発見 (収集・

整理・還元)な ど

新たな協働先の模索 :市役所など

②明石市のアカミミガメ増加問題 (外来種問題 )

神戸市立須磨海浜水族園と協働 して、学生による明石市のカメ捕獲調査

今後の課題

ため池のカメ調査の継続
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陸上環境 (人工 。天然)と の関連調査

祭りのカメ釣り等の放流原因の調査

1.3 越劇の理解と普及を通して新たな地域文化を創出するための研究

担当 :中 山 文、伊藤 茂

組織作り

① 孫文記念館 (移情閣友の会)と の連携

②  「移情閣越劇同好会」の発足

→本学非常勤講師、他大学大学院生など6名 の参加

第 1回例会

10月 10日 孫文記念館 月見の会で、宣伝パネル (桑島先生作)の展示。

中山が同好会発足の経緯と趣旨、具体的活動方針を説明。

第 2回例会

11月 20日 (日 ) 14:00～ 16:00  114D  参加者 5名

「越劇の美しさ 一 梁山伯と祝英台」(2005年 6月 本学上演)DVDを鑑賞

第 3回例会

12月 24日 (日 )14:00～ 16:00  142A  第 3回越劇友の会 参加者 8名

「舞台姉妹」DVD鑑賞 越劇史について、中山の解説。

反省

① 組織作りに難航

例会が自転車操業

② メンバーの意思疎通が不十分

次年度の目標

① 最終年度目標は、初心者向け『越劇入門』 (本邦初)の刊行

② 次年度はそれに向けて、日次作成と原稿集め。それに沿つた講演会を企画。

③ 9月 に浙江省杭州で「楊小青作品シンポジウム」が行われる。越劇の優秀作が

一挙上演。それに合わせて、越劇同好会の観劇ツアーが組めないか。

1.4 明石大蔵町を中心とした地元との共同作業による町の文化資源の再発見と活用、

および未来への継承

担当 :寺嶋秀明、五十嵐真子、矢嶋 巌

2011年度の活動内容

①明石大蔵町の文化資源の再発見

。大蔵人幡町の酒蔵 (11ノ 6)

。「明石かいきよう塾」の歴史発見イベン ト (11/20)⇒学生による聞き取 り、映像記録作

成

②明石大蔵町の伝統行事での研究と協働



神戸学院大学地域研究センター
「地域力再発見をめざす大学と地崚との連携・協働
に よる実蹟的研 究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

10月 8～ 9日  大蔵本町 稲爪神社の秋祭 り

。参与観察による調査、聞き取り調査

。映像記録の作成

・学生による献灯やたい 。女衆御輿参加

③調査成果の地域への公開

年末から年始にかけて稲爪神社境内にて写真展を実施

本年度の成果

・地域の団体、施設 との関係の構築 稲爪神社、明石かいきよう塾

。大蔵地域の文化資源の記録 映像 (写真・動画)に よる記録の作成

。成果の地域への公開 写真展、報告書

次年度への課題

・イベン ト以外の場面での調査

。地域研究センター主体のイベントの提案 。実施

・地域からの評価の調査

2.1 アー トによる地域活性化と魅力創造の実践的研究

担当 :桑島紳二、橋本啓子

2011年度のイベン ト

11/5研究講演会 「アー トで淡路島を耕す」やまぐちくにこ氏

11/17研究講演会 「現代アー トの楽しみ方」岸野裕人氏

11/23黒板ワークシヨップ@ア ワビ 遠藤幹子氏

12ノ4ワ ークショップ 「ミニ気球を作ろう」岡本純一氏

12/17研究講演会 「ワークショップの理論」藤吉祐子氏

12/17ワ 十クショップ

「トッピング・Tシヤツ・パーティー」中村潤氏

2011年度のアー トイベン ト

■9月

六甲ミーツアー ト (六 甲山)

■10月

縄文まつ り (淡路島 旧仁井小学校 )

歌 とピクニ ック IN TANBA(丹 波市 )

神戸 ビエンナー レ

横浜 トリエンナー レ

■11月

龍野アー トプロジェク ト2011(龍野市 )

AMA展 (尼崎市 )
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■12月

「世界制作の方法」展、「アンリ・サラ」展 (国立国際美術館 )

2011年度の淡路島での問き取 り調査

■造形作家

遊木真帆氏 (工房風南)、 尾崎泰弘氏 (ナ フシャ)、 前川和昭氏 (ギ ャル リ番屋 )

■写真家

茂木綾子氏 (ノ マ ド村 )

■陶芸家

西村昌晃氏 (果久登釜)、 宇田賀織絵氏 (う つわ織)

■ソーシャル・アー ト

岡本純一氏 (淡路島美術大学)

■アー ト系NPO

やまぐちくにこ氏 (淡路島アー トセンター)

2012年度の活動予定

2011年度の調査結果を踏まえアー トプロジェク トのプラニング&制作

■方向性

アーティス トとジヨイン ト → 岡本純一氏

アー ト系 NPOと ジョイント → 淡路島アー トセンター

※絵画や彫刻 といつた伝統的芸術ではなく、ソーシャル・アー ト的な内容のものを企画し

たい。

2.2 地域における体力づくりと生涯にわたる健康学習に関する研究

担当 :今西幸蔵、水谷 勇

研究目的

1.地域住民の体力低下の要因分析と健康教育に関する体系的な研究のプレビュー

2.生涯にわたる健康教育と子どもの体力向上に関する実証的研究

3.実践的な健康教育プログラムの研究

2011年度 活動内容と成果

資料の収集 (国立教育政策研究所及び同研究所社会教育

①実践研究センター、福岡県立社会教育総合センター等)

② 研究チームの組織 (本学教員、神戸市立有瀬小学校教員、 研究協力医師ほか)

③ 調査用紙の検討 (原案の作成)

④ 第1回調査研究フォーラム (3月 27日 予定、於舞子ビラ)



神戸学院大学地域研究セ ンター
「地壌力再発見をめざす大学と地域との連携・協●
による実餞的研 究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

講師 立田慶裕 (国立教育政策研究所総括研究員)「地域における健康学習とは」

2012年度 研究計画

4月  研究チームによる研究会の開催

5月  プレ調査の実施 (有瀬小学校 )

6月  プレ調査の結果の集約と分析

7月  研究チームによる研究会の開催

8月  本調査の調査用紙の作成

9月  本調査の実施 (小学校、中学校、高等学校の児童 。生徒、保護者及び教員)

10月  本調査の結果の集約と分析

11月  同  上

12月  研究チームによる研究会の開催

1月   同 上

2月  報告書執筆分担者の決定と打ち合わせ

3月  報告書の執筆

プレ調査の内容

1.調査対象 ① 小学生 4年生  40サンプル

② 保護者      40サ ンプル

③  教員       40サ ンプル

2.調査項目 a.行動面

健康 (日 常の生活習慣、就寝と起床、食事運動 (運動時間、運動内容)

‐‐b.内面

学校生活満足度、 自立性、 自己意識、健康意識、運動意識

3.調査方法  留め置き法

3、 明石エ リア全体 としての総括

・各事業ごとに連携先との関係構築が行われた。

・地域と大学との協働についての試行を行つた。

・各事業の方向性と目標が定まつた。

4、 今後の課題

・各事業間、教員間での協働の強化

・地域の反応に関する調査不足

・成果の還元方法についての模索

・連携・協働の持続の可能性

→明石エリアとしての最終到達点をどのように設定するのか?
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「地域力再発 見 をめざす大学 と地域 との連携・協働

による実践的研究」活動報告会発表 (2012′ 3/16‐ 17)

神戸学院大学

地域研究センター有瀬センター

ー地域住民への直接的・間接的心理支援

のための交流拠点づくリー
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「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

録戸市「i_H常学級に轟 LD等へ●姜麗支撻事業JCI発展

「手育セ颯 ン」の轟送農離   || |  ■
‐|

曜也域鐘鼻のため0ライフ・デザイン」七ミナー0露設 |

転通女性のエイナングを童援するた場の闘運提起
フォ・‐・テニ,0鑢設

「保護者釜窒―子轟 0意数 大人こ1繊籠―」●震設■



神戸学院大学地域研究セ ンター
「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研 究」活動報告会発表(2012′ 3/16・ 17)

31

日時           活動内容

2011年 7月 12日 近隣の子が集い、アートを用いての活動を行つた

2011年10月 19日 「青空の下、アートで適ぼう」のタイトルで、

母子13組 27名が参加し、アートを通しての

自己表現でもある遊びを母子ともに楽しんだ。

2011年 11月 11日 地域の母子5組、10名が参加してアート材料を

用いて遊び楽しんだ

2011年 12月 9日 地域の母子12組 (母親12人、子ども14人)が
センターのプレイメレームに集まり、
「ほぐし体操、アートで遊ぶ、シェアリングと
クールダウン」の1時間のプログラムを楽しんだ。

2012年 1月 13日 地域の母子8組 (母親8人、子とも9人)か
センターのプレイルームに集まり、
「ほぐし体操、アートで遊ぶ、シェアリングと
クールダウン」の1時間のプログラムを楽しんだ。

他の母子との交流や子育ての問題も共有されており、

これらをD∨Dに言己録することは、

臨床心理学系院生の学びもより充実させる。

参力0されている保護者にD∨Dを提供することで、

子どもの成長を家族で振り返る機会となる。

今月末に完成予定

ξ詰董「
=通

嶺農Ⅲ■4CIラ イテ・テサイン」七ミi― J〕露証

羹

地
=女

嘔キ}ず二
・

豊賞ぶ 与亀→
奮零鷲 翼 1..畠曇

篠 要著教宝―子どものユ長と大Aい程審―ぜф震議
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「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働

による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

コ聰年二月

鯉

「母と手,ア
=卜

で連:まうJO実農研事       ■

神戸市「議常摯織におお Lb等への特魁菫援事業10舞琴

「亀離 黒のためのテイフ・デサイン」セミナ=0関設   ‐

地鍾女雑の工・・iジン●を支援するため0薇議難起
:

‐  .      :   |      フォー■ム●闘議

亀轟藉春舞室―子とも礫成長と大入0投割―Jめ開難
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D∨Dを少 しだけ紹介

神戸学院大学地域研究センター

月 1日 興

7月

6日 (水 つくって2

13日 (ホ からだをうこか

20日 (水 音であそぼう♪

10月

5日 (水 ) からだをうこか

12日 C 音であそほ [

絵本の世界

つくってあそ

11′]

2日 か らEを つこp・

9LJ 音であ」

16日 絵本の世界を楽 しも

30日 つくってあそ

12月

フ日 からだをうこ

14日 C 音であそほう ♪

21日 ( 絵本の世界を楽 し|

1月～3月まで延長して実施することに決定

子育てサロン予定表

月 日 活動内容

■月 ■8日 音であそほう♪

2月

1日 からだをうごかそう !

8日 つくってあそぼう !

29日 音であそぼう♪

3月 7日
つくってあそぼう 1

1DVDを保護者に配布
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「母と子の

'―

卜で遊ぼう」砕異餞確究

神戸市「‐通常学級にお陽 |ヮ等への特魏支援事業」0発襲

「子育てサ田ンJ職域暴露

地域女性のエイチシゲを支援すきための問題華起
|    ‐   |‐     |    フォーテム0関設

筆 護者数室―子とも轟成識 大入0役薗―J脅繋薄

日時  :10月 15日 ・16日、10:00～ 18:00

講師  :平丼達也 先生 (立命館アジア太平洋大学)

上丼晶子 (本学教員)の2名

参加者 :一般から募集した27名。

自分め強みを振りかえる「気づくための心翠テス|卜ヽ

覇1臨浴 :翌封 ピ鷺 |



神戸学院大学地域研究センター
「地域力再発見 をめ ざす大学 と地域 との連携・ 協働

による実践的研究」活動報告会発表(2012/3ノ 16‐ 17)

終了後の満足度評価          :

ml褥Ю??]|・■
「1°」すす1に1テキ‐1:η扁建頭翼議魃
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神戸学院大学地域研究センター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働

による実践的研究」活動報告会発表 (2012′ 3/16・ 17)

曰時 :2011年 12月 4日 (日 ) 10:30～ 12:00

会場 :大学会館4F(マすピーホール)

タイトル :新間紙タワーを作ろう |

参加者 :子ども13人、保護者9人

◆あらかじめ作つておいた新聞紙の棒30本を

使つて、正三十面体を制作した。

◆完成した作品に折り紙や画用紙で飾り付け
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「地域力再発見 をめ ざす大学 と地域 との連携 。協働

による実践的研 究」活動報告会発表(2012′ 8′ 16・ 17)
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日時:2月 29日 (水 )

場所:有瀬キャンパス

14号館6階大実 1

司会: 難波 愛

挨拶: 小石 寛文

話題提供:横溝 妙子 先生

馬見塚 珠生 先生

三林 真弓 先生

指定討論:日高 正宏
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神戸学院大学地域研究セ ンター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実餞的研究」活動報告会発表(2012ノ 3ノ 16‐ 17)

39
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「地域力再発見 をめ ざす大学 と地域 との連携 ・協働

に よる実践的研究」活動報告会発表 (2012′ 3/16‐ 17)

地域への

間接的心理支援

I rncffi 担当研究者 :前田志壽代

:亜           讃2懇
●本学大学院臨床心理学系修士■回生および2回生が、

|‐ Ψ幸霞野■につい、:.|ヽ鯖華●堅等1考察、

2oll年度は会員による「
児童虐待」に関する  |
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ti輩雲
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担当研究者 :石崎淳一

[日 時1 2011年 10月 28日  16:45～ 18:15

[場所]ネ申戸学院大学14号館6階大実験実習室2

[連携相手先]社団法人クルレ

[活動内容11  1‐  ||‐  ‐
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神戸学院大学地域研究セ ンター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
に よる実践的研究 J活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)
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●兵庫県下の電話相談機関に呼びかけ、

ベテラン相談員を対象に、

スーパーノヽイザートレーニングを行つた。

●第1回 として、参加人数を増やさず、

9名のみとし、5時間かけて、

丁寧に体験学習を重ねた。

●次年度以降も、ぜひ継続して、研修会を

開いてほしいという要望を受けている。

●今年度は絵画作品の複写データ化のため、

複写台、接写レンズなどを用意した。

●データイじの第1段階として、絵画作品、

絵日記などの複写作業をはじめている。

●来年度以後は、データの蓄積方法を検討し、

検索・活用の方法を研究する。

菫 ‐響
=

= 
・■=轟

_11
連携先「神戸いのちの電話」
httpブノ

…
16.∝n.neipr何

地霧における覗 董虚基ストウブ :Jのため,理事臓,お :

通常学難におけるユニFlニサルデサインの情報業育■ l i

心理露環家0育成oため,障害児関運誨設で0壼筆支援

の観設     ‐           ‐

■叡域で責え登認筆率Jアイーテム

電話相談装稼0トレニニンゲ観
=     
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による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16・ 17)
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芥売移錦反員≦熟

"壕菱奎苺姜:墨雲華電毒重姜肇:量電露翼F=

一~=_

日時 2月8日 (水)10:00～la15
2月9日 (本)9:00-1630

講師:日高 正宏

堀越 京子 先生

四宮 千佳子先生

(TKK学び合い連携センター)

川□謙造 先生

(ポランティア活動支援室)

守田敦子 先生

(心理臨床カウンセリング
センター)

被災地ポランティアプログラム設計ワークシヨツプを実施

●東1ヒ福祉大学{仙台)、 工学院大学(東京)、 関西学院大学、

大阪経済大学、大阪学院大学、兵庫医療大学、

大学コンソーシアム兵庫などからも教職員・学生が

参カロし、ポランテイアネットワークの広がりを感じた。

●約50人の学生・教贈員が参力0した.

●学内でも地域研究センター、心理臨床カウンセリング

センター、ポランティア活動支援室、

防災社会貢献ユニット、TKK 3大学連携センター、

と、日ごろは関係の無い部署が連携できた。
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神戸学院大学地域研究セ ンター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 8′ 16・ 17)
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地域への安全・安心の
心理支援
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「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働

による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16・ 17)

【修士課認 年次生】

雪奮電麗冒電
=壇

鷺騒壁饉堅iし
'器

需口甲・,電澪
´
程■ヨ郵 卜辱

′へ 静
…

●●●ン√     価 ネ清和1鯉

11              広島国際大学大学院

F'F祗撃γ蹴墓援室
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川□麟造コーディネーター

TKK学び合い連携センター

四富千佳子コーディネーター

人文学部 三和千徳

心理臨床カウンセリングセンター

守田敬子
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●本年度はt有瀬キヤンパス内|「おいて、

L→ 調査結果は、キヤンノ(ス改善のための
資料として総務部へ提出した。

心理学を生ヤしたi喜域縛 ンテイア養裁議理

「籠箕ボランテイア●ここ尋壽編―子薄__封 導―」
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神戸学院大学地域研究セ ンター

「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究」活動報告会発表(2012′ 3′ 16・ 17)
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日時 :2011年 12月 7日 (水)15:∞～16:30

場所 :神戸学院大学有瀬キャンパス14号館穴実験室1

参加者 :約 50名

参加者の学生の声

神戸少年鑑別所への見学を通して、少年たちの一日の生活の

様子を学ISiこ とができ、日員の方々が少年たちの日々の生活

に、真剣に向き合われていることを理解できた。

また、鑑別所内の各設備が充実しており、少年たちは審判を

経て|■ヨを待つまでの間、安心して生活できる空間であると

感した。食事口や衛生面、通度なヨ動の配慮など、少年たち

の心身のパランスを保つためにいろいろな配慮がされている

のだと実感した。

【修士課程一年次生】
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「地域力再発見」を考える

一地域研究長ロセンター実践研究報告―

司 会     :大 塚 成昭

コメンテーター :水本 浩典 。細淵 清貴 。林田 怜菜

1.長田センターとは何か

【長田センターの制約】

① 神戸市立地域人材支援センターの3階約 55ピ (小学校教室 1つ分の広さ)

② 地域のなかで学習する教室には成り得ない。

③ 長田センターの活用法はまつたく未知数

2.学術フロンテイア推進事業を継承・発展させる

①「人・街・ながた震災資料室」との協働研究

②地域諸団体との連携活動

③「まちの文化祭」参加

「まちの文化祭」参加報告

おもちやが語る鉄人28号の魅力～なつかしの昭和館―小林コレクションから一～

おもちや班

鉄人 VS鬼太郎                     鉄人班

はみだすサイズ ! B:Gな HERO～風景から生まれた鉄人28号～ モザイクアート班

水ゼミ撮影隊～笑いあり、涙あり、学生の葛藤を追う～      映像班

3日 地域との接点から生まれた実践研究

①地域文化を探る実践活動

②神戸映画資料館との協働実践研究

③学生の「学び」と地域の活動を融合する装置の創出

④地域との連携・協働実践活動の基礎となるワークシヨップの開催

4.長田センターの埋蔵金

①神戸市立地域人材支援センター内の話団体との連携

②地震・環境計測システム

5.長田センターが発見する「地域力」の方向性

①地域内での連携の深化

②地域文化を探る新たな実践研究の創出

③地震・環境計測システムを中核とした地域連携



神戸学院大学地域研究センター
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581 「地域力再発見をめざす大学と地域との連携・協働
による実践的研究J活動報告会発表(2012′ 3′ 16‐ 17)

淡路夢舞台前 ⇔ 高速舞子

淡路夢舞台前 バス時刻表

片道500円 (小学生250円 ) ノ三官 。新神戸 片道91111円 (小学生450円 )

2011年 6月 1日 改 正

新神戸  →   三宮  →  高速舞子  → 淡路夢舞台前

_           7:40          7:54

7:15         7:30         8:00          8:15

7:45          8:00          8:30          8:45

8:15          8:30          9:00          9:15

8:40          8:55          9:30          9:45

-             ‐           9:45          9:59

9:15         9:30         10:00         10:15

10:15        10:30        11:00         11:15

-            ‐          11:20         11:34

11:20         11:35         12:05         12:20

12:15        12:30        13:00         13:15

13:15        13:30        14:00         14:15

14:15        14:30        15:00         15:15

15:15         15:30         16:00         16:15

15:40         15:55         16:25         16:40

16:05         16:20         16:50         17:05

16:45         17:00         17:30         17:45

17:15         17:30         18:00         18:15

18:00         18:30         18:45

‐          18:45         18:59

18:15         18:30         19:00         19:15

18:45         19:00         19:30         19:45

上 り

淡路夢舞台前 →  高速舞子  →   三宮   →  新神戸

6:55          7:10

7:50          8:05           ‐            ―

8:16          8:31         8:58         9:08

8:46          9:01         9:28         9:38

9:16          9:31         9:58         10:08

9:46         10:01         10:30        10:40

10:16         10:31         10:58         11:08

10:20         10:35          -            ‐

10:46         11:01         11:28        11:38

11:16         11:31         11:58        12:08

11:46         12:01         12:28        12:38

12:51         13:06         13:33         13:43

13:46         14:01         14:28        14:38

14:46         15:01         15:28        15:38

15:46         16:01         16:28        16:38

16:46         17:01         17:28         17:38

17:48          18:03            ‐              ¨

18:16         18:31         18:58         19:08

18:46         19:01         19:28        19:38

19:16         19:31         19:58        20:08

19:46         20:01         20:28         20:38

20:16         20:31        20:58        21:08

20:46         21:01        21:28        21:38

21:16         21:31        21:58        22:08

23:01          23:16            ̈            ―

巡祗屹轟塵醸重早響?濡雪のみ運転
*淡路夢舞台⇔三宮/新神戸の乗車券を2Fホ テルショップにて

販売しております。 (ご乗車時のお支払いも可能です)

*12月 30日 ～1月 3日 は、土 。日・祝日ダイヤになります。
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神戸学院大学地域研究センター事務局

〒651-21‖ 神戸市西区伊川谷町有瀬 510

TEL 070… 974-4232    FAX 070-974-4250
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